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「近代アジア世界における自画像/他者像の形成・受容過程の研究J
イメージ(像)からイコン(聖像)へ:表象論の成立 























ント・フロイト CSigmund Freud 1856・1939)の天才であるが、日本人にはフロイトは不要であ
る。日本人は日常生活において、オリジナノレとコピーを混同する生活を実践しているから、発見す
るまでもなし九我々の近代が表層だけだったことに気付くだけである。これは有名な話しで、カ





ピー を区別する論理はない。中国のコピー 建築は悪名高いが、我々 の問題でもある。 Bianca Bosker. Q旦gin盆l 
Cooies: Architectural MimicI'Yin_C&ntemDorarv Chinl!.University of Hawau Press，2013 















肖像画は可能になるとしたあとで、 「我々がイコンに捧げるのは「接吻 α叩 OS) Jと「畏敬叩(α
のプロスキネーシス ∞pI}ロK'L'τl}p'L(τ KU刊 lm.s)Jであって、 「我々の信仰による真実のラトレイ









る (λα甲 ewv，I}V npo叩 yopev pOVCu 'LCu cpUOe'Ln卯侃UVI}'LCu8eω) J 3と記す。さらにラトレイアの
例として、その種類を記す。つまり「礼拝 J、 「驚嘆」、 「感謝」、 「嘆願J、 「悔い改め Jであ
る4。それに対してプロスキネーシスの対象として、ヨハンネスが挙げるのが、「聖母J、「聖人J、






2 J.D.Mansi，Sacrorum conciliorum nova et amnlissim且 collectiQ，vol.， 13，Graz，377C-380A 






































と呼ぶ J (13章 10節)、 「何の役にも立たないねじ曲がった、節目だらけの木片を注意深く彫っ 
6 ~大正新情大蔵経』第 39 巻 1010 頁 
7長岡健作『日本の仏像 飛鳥。白鳳・天平の祈りと美』中公新書、 2009年、 259頁 




13・17節)、 「愚か者は、魂の欠けた、命のない肖像 (VCKpUS C1.KOVOS ct80Sunvouv)にあこがれ






それが仏教世界では、 「もの」であることがわかっていても、 「祈り Jゆえであれ、最終的にそ
れが声を出す、つまり生きていることを否定はしない。キリスト教にはじまり最後には仏教にいき

















ウェーパー (Max Weber 1864-1920年)はそれを次のように要約する。 r現世を魔術から解放す 
10 W出エジプト記~ 20章4・5節 
11 r無封僻文化J 1961年 
12 W美の浄土~ 1960年 
13 W偶像崇拝~ 1950年 




らの解放の過程は、ここ(カルヴァン主義)に完結を見たのである(J ener grose religions 
geschichtliche Prozes der Entzauberung der Welt，welcher mit der altjudischen Prophetie 
einsetzte und，im Verein mit der hel1enischen wissenschaftlichen Denken，alle magischen 


























15 マ ックス ・ウェーパー『プロテスタ ンテイズムの倫理と資本主義の精神~ (1904/05)第 2章 1(梶山力、
大塚久雄訳)岩波文庫(下)26・27頁。 Max Weber，12ie ProtestantischaEJik und der Geist de自 Kaoitalismu~， 
zweite Kapital，1，Tubingen，1920(1904/05)，S. 94.95 































の苦しみをも担っているという結末となる。ちょうどモーツアルト (WolfgangAmadeus Mozart 
1756・91)のオペラ『ドン ・ジョヴァンニ .n (1787年)で、石像を生きていると怖れるレポレツ
ロやドンナ・エルヴィーラを罵倒し、あくまで石像を「ものJと考える悪漢のドン・ジョヴァンニ 
17キルケゴール(桝田啓三郎訳) W死にいたる病~ (1849年) Wキルケゴール全集 24~ 、筑摩書房、 1963
年、 20・21頁 
18鎖国中のオランダ人は迷わず踏み絵を踏んだという。モンタヌス(Ar noldus Montanus、1625・83)によ
ると、オランダ人は「王Jが望むなら、霊像を粉みじんに破嬢もした。 τ'homas DaCosta Kaufmann. DesIlmed 

























の研究対象であるという。そして後日、 『イメージ人類学 (Bild-Anthrolorogie) ~ (2002)を出
版することになる22。すなわち像(イメージ)とは、ユダヤ・キリスト教以前からあり、そこには
歴史はないというフリードパーグ (David Freedberg 1948-)の考えと同じである。
チャールズ・パーパー (Charles Barber 1964-)は、古代末期の様々な偶像を「ものJとして
否定したユダヤ教のあと、キリスト教はその受肉論によって、父なる神・永遠に繋がる「ものJと
して「芸術Jは成立したとする叱 「イコンは、神学のメディアとして、そして宗教的ツールとし 
19拙稿「くもの>としてのイコン:旧約からの系譜 J Wエイコーン』第 39/40合併号、新世社、 2009年、 
18・26頁 
20キルケゴ}ル(浅井真男訳) W著作集 l あれかこれか~ 1963年、白水社、 108頁 
21 HansBelting，.Bild und KuIt:Eine Geschichte des Bildes vor dem Zeitalter der Kunst，Munchen，1990 












ンリヒ・ヴェルプリン (Heinrich Wo出1in 1864・1946)が『美術史の基礎概念 (Kunstgeschichtliche 
Grundbegriffe) ~ (1915年)に記す方法論は次のようである。 r美術史は様式をまず第一に表出
として、つまり個人の気質の表出、時代的気分の表出や民族的気分の表出として捉えるのである 
(den 8til in erster Linie als Ausdruck faβt，als Ausdruck einer Zeit-und Volksstimmung wie 






















24 Charles Barber，.EillUre and Likene回:On the Limits of Ren_reaentation in Bvzantine Iconoclasm， 
Princeωn，2002，p. 11 
































28朝日新聞 2014年2月 18日付、韓国の群山(クンサン)市の東国寺の住職の言 
29 r日本的基督教に就てJ (1924) W内村鑑三全集 28~ 岩波書底、 1983 年、 381 頁 
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【図 1 ] W激しい目の救世主』、板絵、 14世紀中 ウスペンスキー大聖堂(モスクワ、クレ
ムリン)B.H.江田apeB，MOCKOBCKaH illKOJla HKOHOllHC~， MOCKBa， 1980，Ta6. 13 
【図 2 ] Wデイシス』のキリスト、モザイク壁画、 1261年(?)、アヤ・ソフィア大聖堂、
イスタンプール筆者撮影
【図 3 ] Wキリスト』モザイク壁画、 1321年、カリエ・ジャーミ、イスタンプール 筆者
撮影
【図4 ]山下りん画『ハリストス』、キャンパスに油彩、 1900年前後、高清水ノ、リストス
正教会佐久間康郎氏撮影 
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【図1】『激しい目の救世主』、板絵、 14世紀中 ウスペンスキー大聖堂、モスクワ（クレムリン）
【図2】『デイシス』のキリスト、モザイク壁画、1261年（？）、アヤ・ソフィア大聖堂、イスタンブー ル
【図3】『キリスト』モザイク壁画、1321年、カリエ・ジャー ミ、イスタンプール
【図4】山下りん画『ハリストス』、キャンパスに油彩、1900年前後、高清水ハリストス正教会
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